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教えて！
        メカ子先生

絵：長崎真悟

Q 1 このきかいが他とちがうところはどこ？
Q 2 どれくらい遠くから操縦することができる？

クイズの答えとイラストが
できるまでを動画で公開中！ 
最後まで見て
科学技術館の招待券をゲットしよう！

メカ子クイズQ
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        メカ子先生
教えて！

　この法改正で私が実現したいと考えたことは、
2050年カーボンニュートラルという目標に向けて、建
築の分野でどのように脱炭素社会の実現に貢献でき
るかでした。製造の過程で大量の温室効果ガスを排
出する鉄やコンクリートを空気中のCO2を固定化し
た木材に換えることで貢献できるのではないかと考
え、それを具体化するために、二つの方針を打ち出
そうと考えました。
　一つは、公共建築物に限定された建築物を対象と
するのではなく、民間の建物全体を含めて対象を大
きく広げることです。都市の木造化法案では、義務
付けを強制することが出来ない民間建築物について
誘導する施策を設けることとして、全ての建築物に

対象を拡大する法律に変更致しました。
　二つ目は、それを広く国民の皆様にご理解して頂
くために法律の題名を「脱炭素社会の実現に資する
等のための建築物等における木材の利用の促進に関
する法律」として「脱炭素」を前面に出しました。
　木造建築の進展、我が国の林業及び木材産業、
気候変動を巡る状況、森林を活かす都市の木造化推
進法の解説に加えて、有識者の皆様方による二つの
座談会を掲載して、わかりやすく記載したつもりで
す。多くの皆様方に「なぜこの時期に都市の木造化
を進めなければならないのか」について、ご理解を
深めて頂くことができれば幸甚に存じます。
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